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1. 企業間通信について 

1.1. はじめに 

この機能では、グループに他のテナントのユーザーを追加して通話に参加させることができます。 

企業間通信では、テナントを以下のように区別して管理します。 

テナントの種別 内容 

使用できるテナント グループを用意するテナント。作成したグループに、自テナントのユー

ザーと「使用を許可するテナント」のユーザーを参加させることができ

ます。 

使用を許可する 

テナント 

ユーザーを用意するテナント。「使用できるテナント」のグループへ自

テナントのユーザーの参加を許可できます。 

※「使用を許可するテナント」では、ユーザーが参加するグループの一覧から、相手のテナント

のグループを外すことはできません。 

 

 
 

A テナントのグループ  

グループを用意するテナント 

（使用できるテナント） 

 

ユーザーを用意するテナント 

（使用を許可するテナント） 

 

 

A B 

A テナントのユーザー B テナントのユーザー 

A テナントのグループに、A テナントの 

ユーザーと B テナントのユーザーが参加で

きます。 
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1.2. 設定の流れ 

1.2.1. 事前準備 

 ・企業間通信で通話をするグループを用意するテナントを決めます。（P3 参照） 

 ・企業間通信の設定を行う管理者ユーザーを決めます。（P9 参照） 

 ・企業間通信の詳細設定について事前に相手テナントの管理者と十分にご確認ください。 

 

1.2.2. 企業間通信の設定（Buddycom 管理コンソール） 

グループを用意するテナントでの操作 ユーザーを用意するテナントでの操作 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

使用できるテナントのリクエストをしま

す。（P10 参照） 

使用を許可するテナントのリクエストを

許可します。（P11 参照） 

使用するグループ/ユーザーが「ROOT-NODE」以外の階層下に作成さ

れている場合は、階層の権限を確認します。（P12 参照） 

※「管理者のアクセス権限確認を省略する」を ON にした場合は、階層

の権限確認は不要です。 

グループを作成、または既存のグループ

を使用します。（P14 参照） 

 

 

ユーザーを作成、または既存のユーザー

を使用します。（P15 参照） 

 

グループに企業間通信先のユーザーを追

加します。（P14 参照） 

企業間通信の詳細設定を変更します。 

・トーク履歴の参照を許可（P16 参照） 

・位置情報参照の参照を許可（P18 参

照） 

 

企業間通信の詳細設定を変更します。 

・企業間通信の管理者のアクセス権限確

認を省略（P20 参照） 

・Buddycom の電話機能の利用を許可

（P22 参照） 
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1.3. 企業間通信画面の見方 

 企業間通信の設定値は、設定画面の「企業間通信」画面から確認ができます。 

 

1.3.1. 使用できるテナント 

 
① テナント名：表示されているテナントのユーザーを自テナントのグループに追加すること

ができます。 

② 企業間通信の管理者：企業間通信の設定、また、連携中のテナントのユーザーを自テナン

トのグループに追加する操作ができるユーザーです。 

③ 状態：企業間通信の接続状態が表示されます。 

④ 詳細設定：連携中のテナントの管理者がトーク履歴/位置情報の参照をする権限を許可する

かを選択できます。 

⑤ 連携・確認操作 （状態によって表示される操作コマンドが異なります） 

状態 操作コマンド 動作 

未連携(リクエスト送信済) － － 

未連携(リクエスト受信済) 連携する 企業間連携を承認します 

連携中 確認する 連携中のテナントのユーザー利用状況を

確認します 

⑥ 連携解除・削除操作 

  連携中のユーザーを利用している際は、利用設定の削除をしてから連携の解除を行います。 

状態 操作コマンド 動作 

未連携(リクエスト送信済) 削除する リクエストを取り下げます 

未連携(リクエスト受信済) 削除する リクエストを拒否します 

連携中 連携を解除 企業間連携を解除します 

 

  

①      ②      ③      ④   ⑤  ⑥ 
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1.3.2. 使用を許可するテナント 

 
 

① テナント名：表示されているテナントは、グループに自テナントのユーザーを参加させる

ことができます。 

② 企業間通信の管理者：企業間通信の設定、また、連携中のテナントのグループに自テナン

トのユーザーを追加する操作を許可しているユーザーです。 

③ 状態：企業間通信の接続状態が表示されます。 

④ 詳細設定：連携中のテナントの管理者のアクセス権限確認の省略/ユーザーに登録している

電話番号を連携先のグループで表示することを許可するかを選択できます。 

⑤  連携・確認操作 （状態によって表示される操作コマンドが異なります） 

状態 操作コマンド 動作 

未連携(リクエスト送信済) － － 

未連携(リクエスト受信済) 連携する 企業間連携を承認します 

連携中 確認する 連携中のテナントのユーザー利用状況を確

認します 

⑥ 連携解除・削除操作 

 連携中のテナントで、ユーザーが利用されている際は、連携の解除ができません。解除した

いテナントの管理者ユーザーに連携の解除（グループからの削除）を依頼してください。 

状態 操作コマンド 動作 

未連携(リクエスト送信済) 削除する リクエストを取り下げます 

未連携(リクエスト受信済) 削除する リクエストを拒否します 

連携中 連携を解除 企業間連携を解除します 

 

  

①      ②      ③      ④   ⑤    ⑥ 
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1.4. 使用上の注意事項 

・Buddycom アプリの CHAT 画面、および、Buddycom コンソールのトーク履歴画面の履歴は、ユ

ーザー表示名で表示されるため、設定しているユーザー表示名によってはどちらのテナントのユー

ザーの発話履歴であるかが分からない可能性があります。 

・各ユーザーは所属しているテナントのクライアント設定が適用されます。 

 

 

1.5. 使用上の制限事項 

企業間通信には、以下の制限があります。 

【Buddycom コンソール上の制限】 

・企業間通信は、最大 1,000 テナントまで設定できます。 

「使用できるテナント」と「使用を許可するテナント」の、連携中のテナント数の合計で 1,000 件

まで登録できます。 

・他テナントのユーザーを CSV のインポートにて作成/編集/削除することはできません。 

※他テナントのユーザーを CSV のインポートにてグループへの追加/削除することは可能です。 

・他テナントのグループで発行された URL を利用してかんたんログインはできません。 

・オプション設定をしているグループには、オプションが割り当てられたユーザーのみ追加するこ

とができます。例えば、音声テキスト化が有効になっているグループに対して、音声テキスト化が

無効になっているユーザーの追加はできません。 

 

【Buddycom アプリ上の制限】 

・他テナントのユーザーと個別通話をすることはできません。 
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2. 企業間通信の設定 

2.1. 企業間通信の管理者について 

 企業間通信の設定を行ったユーザーが「企業間通信の管理者」となります。「企業間通信の管理

者」のみが以下の設定ができます。 

 ・企業間通信の接続と解除 

 ・接続したテナントとの企業間通信の詳細設定の変更 

 ・企業間通信で接続した他テナントのユーザーを自分のテナントのグループへの追加・削除 

 

 企業間通信の管理者(設定を行うユーザー）がテナント管理権限を持っていることを確認してくだ

さい。 

 
 

テナント管理権限を持っていない場合は、テナント管理者権限を持っているユーザーで

Buddycom コンソールにログインし、画面右上の「権限を持つユーザーの編集」ボタンから対象の

ユーザーを追加してください。 
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2.2. 企業間通信の追加（使用できるテナント） 

 企業間通信の追加を行うと、接続先のテナントにリクエストを送信します。 

「使用できるテナント」の「追加」ボタンをクリックします。 

  
 

 テナント名の入力画面に企業間通信を行うテナント名を入力し、保存します。 

※テナント名はログイン ID の@以降です。(例：001@sample.com 赤字部分がテナント名です) 

テナント名を追加後、状態が「未連携(リクエスト送信済)」となります。リクエストを送信した

テナントの管理者にリクエストの承認を依頼してください。 
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2.3. 企業間通信の追加（使用を許可するテナント） 

リクエストを受信したテナントの設定タブに通知が表示されます。 

 「連携する」をクリックすると、企業間通信の接続が完了します。 
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3. 連携したテナントのユーザーをグループに追加 

3.1. 階層の権限の確認 ―グループ―（使用するテナント） 

 企業間通信で接続した先のテナントを追加したいグループが所属している階層の編集権限を持っ

ているかご確認ください。 

 
 

 持っていない場合は、階層の編集権限を持っているユーザーで Buddycom コンソールにログイン

し、「階層を編集できるユーザー」権限を設定してください。 
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3.2. 階層の権限の確認 ―ユーザー―（使用を許可するテナント） 

※企業間通信の管理者のアクセス権限確認を省略する（P20 参照）が有効な場合は、この作業は不

要です。 

 企業間通信で接続をした先のテナントで、ユーザーをグループに追加する際には、ユーザーが所

属している階層の「階層を企業間通信の設定で利用できるユーザー」権限を付与しているかをご確

認ください。 

 
 

付与していない場合は、階層を企業間通信の設定で利用できるユーザーの「オブジェクトを利用

できるユーザーの追加」ボタンから、階層下のユーザーの利用を許可する管理者ユーザーを選択し、

保存します。 
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3.3. グループに連携先のユーザーを追加する（使用するテナント） 

 企業間通信をした他テナントのユーザーを追加するグループをクリックし、「参加できるユーザ

ー」タブの「ユーザーの追加」(「ユーザーの編集」)をクリックします。 

 
 

連携したテナントのユーザーは、一覧の下部に表示されます。 

グループに追加したいユーザーを選択し、保存します。 

 
 

 
  

グループの作成、編集方法については、「Buddycom 管理コンソールユーザーガイド基本操作編」

をご参照ください。 

 

https://www.buddycom.net/downloads/buddycom/manual/buddycom/Buddycom_Console_Guide_UserGroup.pdf
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3.4. ユーザーの使用状況の確認（使用を許可する） 

企業間通信の設定画面で、連携中のテナントの「確認する」ボタンをクリックすることで、ユー

ザーの利用設定を行っているグループの一覧が表示されます。 

 

 

 

  

ユーザーの作成、編集方法については、「Buddycom 管理コンソールユーザーガイド基本操作

編」をご参照ください。 

 

https://www.buddycom.net/downloads/buddycom/manual/buddycom/Buddycom_Console_Guide_UserGroup.pdf
https://www.buddycom.net/downloads/buddycom/manual/buddycom/Buddycom_Console_Guide_UserGroup.pdf
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4. 企業間通信の詳細設定 

4.1. Buddycom コンソールでのトーク履歴参照を許可する（使用できるテナント） 

 「使用できるテナント」側でこの設定を許可すると、自分のテナントが所有しているグループの

うち、相手テナントのユーザーが参加しているグループのトーク履歴を、相手テナント側の管理画

面から確認できるようになります。 

 
※「Buddycom コンソールのトーク履歴を許可する」の初期値は OFF です。 

 

＜B テナントの管理者が確認できるグループの通話履歴＞ 

 B テナントのユーザーが参加している A テ

ナントのグループの履歴 

B テナントのユーザーが参加していない A

テナントのグループの履歴 

ON 参照できる 参照できない 

OFF 参照できない 参照できない 

 

 

グループを用意するテナント 

（使用できるテナント） 

ユーザーを用意するテナント 

（使用を許可するテナント） 

 

 

 

 

B テナントのユーザーが 

A テナントのグループに参加 

 

A B 

A テナントのグループ 

  

 

 

 

 

 

B テナントの Buddycom コンソールで

管理者が B テナントのユーザーが参加

している A テナントのグループの履歴

を確認できます。 
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＜注意事項＞ 

 ・連携先のテナントのグループの履歴は、非表示にできません。 

※「使用を許可するテナント」側の Buddycom コンソールに表示された「使用できるテナント」

側のグループの履歴を非表示にしたい場合は、「使用できるテナント」側の管理者に依頼をし

てください。 

・使用できるテナント」側のテナントで、グループが Box / Drop Box 連携されている場合は、

「使用を許可するテナント」側の Buddycom コンソールに履歴は表示されません。 

 

＜設定方法＞ 

使用できる（A）テナント側の企業間通信の設定画面で、連携中のテナントの「詳細設定」ボタ

ンをクリックし、テナントとの企業間通信の詳細設定画面で、「Buddycom コンソールのトーク履

歴を許可する」のチェックをして保存すると有効になります。 
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4.2. Buddycom コンソールでの位置情報参照を許可する（使用できるテナント） 

 使用できるテナント側でこの設定を許可すると、連携している相手テナントの管理者は、 

自テナントのユーザーが参加しているグループの位置情報を確認できます。

 

※「Buddycom コンソールのトーク履歴を許可する」の初期値は OFF です。 

＜各テナントの管理者が動態管理画面で確認できる位置情報＞ 

 A テナントの管理者 B テナントの管理者 

A テナントの 

ユーザーの位置情報 

B テナントの 

ユーザーの位置情報 

A テナントの 

ユーザーの位置情報 

B テナントの 

ユーザーの位置情報 

ON 確認できる 確認できる 確認できる 確認できる 

OFF 確認できる 確認できない 確認できない 確認できない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A テナントの Buddycom コンソール

の動態管理画面で、A テナントのグ

ループに参加している B テナントの

ユーザーの位置情報を確認できます 

グループを用意するテナント 

（使用できるテナント） 

 

ユーザーを用意するテナント 

（使用を許可するテナント） 

 

 

 

 

B テナントのユーザーが 

A テナントのグループに参加 

 

A B 

  

 

 

 

 

 

B テナントの Buddycom コンソール

の動態管理画面で、管理者が B テナ

ントのユーザーが参加している A グ

ループの位置情報を確認できます 

A テナントのグループ 



Copyright © 2026 Science Arts Inc. all right reserved.                                                                                   19 

 

 

＜注意事項＞ 

・使用できるテナント（上図の A テナント）で本設定を許可すると、企業間通信のグループに参

加しているすべてのテナントのユーザー（上図のAテナントのグループに参加しているAテナン

トとBテナントのユーザー）の位置情報を、各テナントのBuddycomコンソールから確認できる

ようになります。ユーザーが参加しているすべてのテナントの管理者が、グループ内の全ユーザ

ーの位置情報を確認できるようになるため、複数のテナントと企業間通信を行う場合は、事前に

相手テナントの管理者と十分に確認・合意のうえで設定してください。 

・動態管理画面に表示されている他のテナントのユーザーのアイコンは変更できません。 

 

＜設定方法＞ 

使用できる（A）テナント側の企業間通信の設定画面で、連携中のテナントの「詳細設定」ボタ

ンをクリックし、テナントとの企業間通信の詳細設定画面で、「Buddycom コンソールでの位置情

報参照を許可する」のチェックをして保存すると有効になります。 
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4.3. 企業間通信の管理者のアクセス権限確認を省略する（使用を許可するテナント） 

 「使用を許可するテナント」側でこの設定を許可すると、使用できるテナント側のグループに対

して使用を許可する側のテナントのユーザーを追加・除外する際に、階層のアクセス権限の確認を

省略することができます。 

 

※「Buddycom コンソールのトーク履歴を許可する」の初期値は OFF です。 

 

＜B テナントの管理者が自分のテナントのグループに追加できる A テナントのユーザー＞ 

 B テナントの管理者が A テナントの階層の

権限を持っている 

B テナントの管理者が A テナントの階層の

権限を持っていない 

ON グループにユーザーを追加できる グループにユーザーを追加できる 

OFF グループにユーザーを追加できる グループにユーザーを追加できない 

 

  

グループを用意するテナント 

（使用できるテナント） 

 

 

 

 

 

 

ユーザーが所属している階層の権

限を持っていなくてもユーザーを

自分のテナントのグループに追加

できる 

 

 

ユーザーを用意するテナント 

（使用を許可するテナント） 

階層を複数作成し、ユーザーを格納

している 

 

 

 

 

 

 

 

A B 
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＜注意事項＞ 

・連携先のテナントに表示されたくないユーザーがいる場合は、本機能を OFF にして階層ごとに権

限を付与してください。 

 

＜設定方法＞ 

使用を許可する（B）テナント側の企業間通信の設定画面で、連携中のテナントの「詳細設定」

ボタンをクリックし、テナントとの企業間通信の詳細設定画面で、「企業間通信の管理者のアクセ

ス権限確認を省略する」のチェックをして保存すると有効になります。 
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4.4. 電話機能の利用を許可する（使用を許可するテナント） 

「使用を許可するテナント」側で電話機能の利用を許可すると、ユーザーが参加した他のテナン

トのグループに参加しているユーザーから Buddycom の電話機能で電話を受けられるようになりま

す。個人情報の取り扱いには十分注意し、設定を行ってください。 

 

Buddycom の電話機能とは、Buddycom コンソールでユーザー情報に電話番号を登録すると、

Buddycom アプリから電話アプリを起動し、該当のユーザーに登録された電話番号に電話ができる

機能です。 

 

 

 

 

＜同じグループに参加しているユーザーが Buddycoｍ電話機能から電話ができる＞ 

 A テナントのユーザーから B テナントのユーザーから 

A テナントの 

ユーザー 

B テナントの 

ユーザー 

A テナントの 

ユーザー 

B テナントの 

ユーザー 

ON 電話ができる 電話ができる 電話ができる 電話ができない 

OFF 電話ができる 電話ができない 電話ができない 電話ができない 

 

  

ユーザーの編集方法については、「Buddycom 管理コンソールユーザーガイド基本操作編」

をご参照ください。 

 

https://www.buddycom.net/downloads/buddycom/manual/buddycom/Buddycom_Console_Guide_UserGroup.pdf
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＜設定方法＞ 

使用を許可する（B）テナント側の企業間通信の設定画面で、連携中のテナントの「詳細設定」

ボタンをクリックし、テナントとの企業間通信の詳細設定画面で、「電話機能の利用を許可する」

のチェックをして保存すると有効になります。 
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5. 企業間通信の解除 

5.1. 連携先の階層から権限を削除する（使用を許可するテナント） 

ROOT-NODE 以外の階層に追加した「企業間通信の設定で利用できるユーザー」を削除します。 

※ROOT-NODE に設定されている「企業間通信の設定で利用できるユーザー」は、企業間通信

の連携を解除すると自動的に削除されます。 

※「企業間通信の管理者のアクセス権限確認を省略する」が ON の場合は不要です。 

 

階層を企業間通信の設定で利用できるユーザーの削除をします。 
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5.2. 企業間通信の連携を解除する（使用できるテナント） 

 企業間通信の設定画面の「連携を解除」をクリックします。利用しているユーザーの一覧が表示

されます。 

 解除を続行する際は、「連携を解除」をクリックしてください。一覧に表示されているユーザー

とグループの紐づけが解消され、連携が解除されます。  
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5.3. 企業間通信の連携を解除する（使用を許可するテナント） 

 企業間通信の設定画面の「連携を解除」をクリックします。即時で連携が解除されます。  

 
 

連携が解除されると、状態が「未連携(リクエスト受信済)」に変化します。 

「連携する」をクリックすると、再度企業間通信状態になります。 

「削除する」をクリックすると、リクエストが削除されます。 

 
※連携の解除後に、相手のテナントにて「削除する」クリックした場合も、リクエストは削除され

ます。 

 

5.4. 企業間通信の連携を解除する（連携中の相手テナントが契約終了した場合） 

 契約が終了しているテナントと企業間通信をしている場合、ユーザーやグループの編集/削除に失

敗することがあります。連携しているテナントに（契約終了）と記載されている場合は、［削除す

る］ボタンから、連携を解除してください。 

 

―以上― 


